


M E M B E R S 	  



岡 村 祐 先 ⽣生 	   川 原 晋 先 ⽣生 	  



モ ノ づ く り 観 光 研 究 会 メ ン バ ー 	  





野 原 先 ⽣生 （ ＋ 学 ⽣生 ） 	  



⼤大 熊 	  
（まだ飲みしか参加していません） 	  



⼤大 ⽥田 区 と は 	  



l o c a t i o n 	  

大熊家	



c h a r a c t e r 	  

⼯工場数	  

２００５年 　４７７８件（依然、２３区中１位）	  

従業員（１-３名） 　 　２３８９社（５０％）	  

従業員（１-９名） 　 　３９１８社（８２％）	  

従業員（１-１９名） 　４３９６社（９２％）	  



 　  　  　 ま ち づ く り へ 	  

モ ノ づ く り か ら 	  

モ ノ づ く り を 資 源 と し た 	  
地 域 の 将 来 像 と は ？ 	  



モ ノ づ く り の ま ち 研 究 	  



イ ン タ ビ ュ ー 調 査 	  

技 術 や 製 品 と い っ た 	  
単 な る 産 業 の 枠 を 越 え た 	  
⼯工 場 の 魅 ⼒力力 と は 何 か 。 	  



仲 間 回 し 調 査 	  

技 術 や 製 品 と い っ た 	  
単 な る 産 業 の 枠 を 越 え た 	  
⼯工 場 の 魅 ⼒力力 と は 何 か 。 	  

仲間回し：	  
大田区では、製品を一社のみで受注するのではなく	  
各中小工場ごとの専門分野の連携によって製品を出荷する。	  
「小売り」工業が一般ユーザーと接点を持つ可能性がある。	



⼯工 場 建 築 調 査 	  

⼤大 ⽥田 区 の モ ノ づ く り の 魅 ⼒力力 は 	  
職 ⼈人 が そ の 腕 を 持 ち な が ら も 	  

⼯工 房 で モ ノ づ く り を ⾏行行 い 暮 ら す 	  
佇 ま い 全 体 で は な い か 。 	  









モ ノ づ く り 観 光 研 究 	  



「 ⼯工 場 案 内 ⼈人 」 	  
育 成 シ ス テ ム 	  

「 職 ⼈人 - 技 術 - 成 果 」 	  
図 鑑 の 作 成 	  



モ ノ づ く り × ⽂文 化 芸 術 	  

モ ノ - ま ち デ ザ イ ン セ ン タ ー の 可 能 性 	  



メ ン バ ー 募 集 	  



⼤大⽥田 区に⾏行行って み たい 	  
町⼯工 場に⾏行行って み たい 	  
好き な⽤用途地域 は 準⼯工 業地域 	  
都市 観光に興味 が ある 	  

野原さんに教わりたい 	  
他⼤大学と関わりたい 	  

まちの⼈人の⽣生活に触れたい 	  
新し い研究分野を開拓したい 	  



ありがとうございました！！ 	  





プロジェクトの目標	

•  大田区における中小工場における「モノづくり」の魅力
を技術・製品・教育・観光・地域づくり・景観等多角的・
総合的な視点から引き出す	  

•  都市計画や観光学の立場からそれらを活かした「産
業まちづくり」のあり方を提案・実践する。	  

•  既存の「産業観光」（＝産業遺産観光・伝統産業観
光）とは異なる生きた産業を対象とした「モノづくり観
光」のあり方を考究する。	  



活動の概要	

•  中小工場への訪問インタビュー調査	  
•  工場の魅力データベースの作成	  

•  大田区の産業まちづくりに対する総括的提案	  

•  「産業まちづくり」の実践的取り組み（次年度
以降）	  





大田区のモノづくりの歴史	

時代	   工業の変遷	

江戸期	 海苔の養殖、麦わら細工	

明治末期	  
大田区近代工業の到来（東京瓦斯大森製造所の開業、大森
駅・蒲田駅の開設）	

大正期	
大田区近代工業の発展（多くの工場の進出）、京浜工業地帯の
輪郭が形成、多摩川沿いに住工混在地域が形成	

大正~昭和	
工業地帯としての発展、耕地整理・区画整理による都市基盤の
整備	

昭和前期	   戦争による工業技術の発展と急速な工業化	

昭和後期	
臨海部の開発・整備や公害問題による工場移転、海苔の養殖
が衰退	

平成~現在	   工業の衰退、技術の発展	



大田の工業の現状 	  	

　数：１９８３年　９１９０件	  
　　　 ２０００年　６０３８件	  
　　　 ２００５年　４７７８件（依然、２３区中１位）	  
規模（２００５年）	  
•  全工場数　４７７８社	  
•  従業員（１−３名）　　２３８９社（５０％）	  
•  従業員（１−９名）　　３９１８社（８２％）	  
•  従業員（１−１９名）　４３９６社（９２％）	  



工場数、従業者数及び製造品出荷額などの推移	  
（平成１５年工業統計調査）	



工場数の減少要因	

•  後継者がいない→廃業	  
•  取引先の海外移転・海外調達→受注減	  

•  デジタル化に伴う基盤技術の海外移転→国
内受注減	  

→人材育成と中小製造業の魅力発信で人材確
保が課題	  



産業大分類別事業者数の比率	

製造業	



製造業業種別事業者数の比率	

金属製品製造業	

一般機械器具製造業	



大田区のものづくり	



２．大田区における工場の分布の特徴	  
2−1：工場分布の現状	

出典：大田区モノづくり優秀技能者、大田区「優工場」、大田ブランド	



図２：町丁目別事業所数の色分け図	

２．大田区における工場の分布の特徴	  
2−1：工場分布の現状	

出典：日本標準産業分類（平成１９年）をもとに作成	



２．工場の分布の特徴	  
2−3：業種の棲み分け	

素形材、表面処理産業の
多い工業団地	

工業、流通、産廃業者など
他業種が移転している団地	商業地	金属加工業と電気系工

業とが混ざり合った住宅

と工業の混在地域	

大規模工場跡地が住
宅化している地域	

機械金属加工の工場と住
宅が混在している地域	 機械加工業が多いが、団地・マ

ンションなど宅地化が進んでる

地域	

内陸部にある機
械金属加工業の

多い地域	

住宅の多い中での金属
加工業のある地域	

機械金属加工業が
多い地域	

精密加工業
が多い地域	

図５：大田区工業業種の棲み分け	

出典：大田区郷土博物館,工場まちの探検ガイド	



２．大田区における工場の分布の特徴	  
2−2：土地利用の変遷（1974年−2006年）	

①人口島では造成中地や
中高層住宅地として利用	

②多摩川沿いに
工業用地が集積	

③大森南、六郷付近に
も工業用地が集積	

図３：1974年の土地利用図	

出典：細密位置情報（1974年）国土地理院	



出典：土地利用現況図（2006年），東京都	

２．大田区における工場の分布の特徴	  
2−2：土地利用の変遷（1974年−2006年）	

図４：2006年の土地利用図	

②1974年には工業用地で
あった土地が、2006年に
は集合住宅へ変化	

①1960年代の公害問題な
どの影響で、住宅地での
操業が難しい製造業業種

が集積	

③大森南、六郷付近の
工業用地も住宅化	

④羽田空港の規
模が拡大	





それを支えるのが「仲間まわし」	









































大田区３島概要 



国土交通省地価公示 

地価の変遷 
■入居当時は坪15万円で東京都より購入	  
■現在は坪単価約70万円(路線価ベース)	  
　　→約30年で約4.7倍に	  
■資本力の強い産廃業者や倉庫業などし
か割が合わない	



近年の変化 

工場からの土地利用の変化 

交通問題（路駐・通過交通） 

工場自身の異業種への転換 

航空騒音問題 



都市計画学会の活動として	

・都市計画学会における社会連携交流組織とし
て採択（2009年11月）。	  

・大田観光協会、区役所等との連携を深めつつ、
さらに大きな枠組みのなかで調査研究を進め
ていく予定。	



大田区産業観光の提案	

•  工場村	  

　　空き工場を体験見学施設に活用	  

•  組合の力を活かした観光まちづくり組織の設立	  

　→工場見学制度を作る。	  

•  有料で工場見学	  

　→単なる見学だけではなく、体験して持ち帰れるようなものを作る。	  

•  プログとか大田区だよりに社長の思いを発信	  

　ＥＸ：日経新聞「人」こと	



頑張ってます！	


